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研究成果の概要（和文）：マルチエージェントモデルを用いた研究手法を国際関係研究のひとつとして確立するため、
国際関係のさまざまなレベルにおける事象について、実証的なマルチエージェントモデルを構築し、それらのモデルを
用いた実証分析を行った。国内の諸主体間関係や国家間関係について諸事例の再現を目指したモデルを構築することが
可能であることを示した。構築されたマルチエージェントモデルは、具体的事象についての高い再現性を示し、モデル
分析から事象についての多くの含意を得ることが可能であることが示された。それらの成果を論文や書籍として公表で
きた。

研究成果の概要（英文）：Beyond getting insight and analogy through the simplified and abstract models 
according to “KISS” principle, we built agent-based (multi-agent) models for empirical research that 
relate to the target phenomena in more straightforward way. The model shows the agents whose traits and 
properties are consistent with empirical evidence behave like the entities in the real world with simple 
rules. We replicated the pastoral people in African developing countries, insurgent groups in 
Afghanistan, and European great powers up to the time of the first world war, in order to reveal the 
micro-mechanism that exist behind the phenomena. Through the agent-based models, we could get non-trivial 
implications about the international relations at various levels. We suggest the multi-agent modeling as 
a useful methodology for international studies.

研究分野： 国際関係理論／比較地域体系論／人間の安全保障論／人工社会構築技法

キーワード： 国際関係　政治学　社会科学方法論　シミュレーション　マルチエージェントモデル　人工社会　自己
組織化　複雑系
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１．研究開始当初の背景 
 
国際関係現象は、最上位主体である国家
どうしの相互作用からさまざまな国際秩
序や制度が自己組織化過程を経て形成さ
れる。ミクロレベルでのエージェントどう
しの相互作用がマクロな位相を創発する
現象を主たる分析対象とするマルチエー
ジェンモデルは、本来非常に適した研究手
法であるはずである。 
しかし、マルチエージェントモデルを用
いた国際関係研究は海外も含めて、散見さ
れるに過ぎず、その多くは、単純な相互作
用モデルのシミュレーション結果を多様
に解釈して国家あるいは集団間の関係の
特徴を再現できたと主張するものである。 
近年になり、実証性を念頭に置いた研究
の重要性が指摘されるようになってきて
いる。本課題の共同研究グループは、世界
に先駆けて、マルチエージェントモデルと
実証研究を結合できることを示してきた。
実証的マルチエージェントモデルを構築
して、国際関係論の重要な分析手法のひと
つにマルチエージェント・シミュレーショ
ンを位置づけることが極めて重要である。 
 
２．研究の目的 
 
国際関係における多様な現象について、
マルチエージェントモデルを適用し分析
できるようになることを究極的な目標と
しつつ、とくに国際関係における現象の実
証的な研究への貢献できることを示すこ
とが本課題の主な目的である。 
国際関係にかかわる現象は多岐にわたる
が、本研究においては、（１）国内政治の
主体の属性や主体間関係についての記述
（以下では「国内政治」）、（２）国家間関
係の主体間関係についての記述（以下では
「国家間関係」）、（３）国際レベルの主体
と系のふるまいについての記述（以下では
「国際制度」）、という 3側面からの研究を
並行して進め、実証分析に応用可能なマル
チエージェントモデルを構築し、実証研究
への応用可能性を示すことを目的とした。
同時に（４）複雑な実証分析上のニーズに
応えることができるようにシミュレータ
の機能向上を図ることも目的とした。 
 
３．研究の方法 
	 
本課題では、複雑系研究の興隆以降、マ
ルチエージェントモデルを用いた研究手
法が、自然科学においては、普及しその地
位を確立していることを鑑み、さまざまな
分野や事例におけるモデル構築の例を検
討し、参照することに努めた。	 
それらの検討をふまえてモデルの構築を
進めたが、本課題における我々の立場は、
社会科学研究の文脈に沿い、そして、あく

まで実証分析に用いることを目的の主眼と
して、事例への適用を念頭にマルチエージェ
ントモデルを構築することにある。	 
具体的には、（１）「国内政治」については、
低開発諸国における人道危機の発生過程、国
内政治主体間の統合と分離、内戦における暴
力の空間的分布等を主なテーマとした。（２）
「国家間関係」については、大国間の合従連
衡の過程を主なテーマとした。（３）「国際制
度」については、国際社会のマクロレベルに
おいて見られる戦争規模の規則性や国際社
会における政策や規範の拡散過程等を主な
テーマとした。	 
上記の作業と並行して、（４）「シミュレー
タの機能向上」については、地理的データと
の関連づけ・計算速度の高速化・インターフ
ェイスの改良等によって、複雑な実証分析上
のニーズに応えることができるようにする
ことも目的とした。	 
	 
４．研究成果	 
	 
以下において、国際関係研究の実証分析の
ために構築したマルチエージェントモデル
およびそれを用いた実証分析のおもだった
ものを示す。	 
	 
（１）国内政治	 
アフリカの牧畜民についてのモデル分析と
実証分析を行った。モデル分析からは、牧畜
民の示す移動パターンにより、不安定で厳し
い自然環境や気候条件においても、資源への
効率的なアクセスが可能になることが示さ
れた。モデルにおいて示される牧畜民の移動
パターンは、実際の牧畜民のものとの近似を
示す。	 

	 
	 
アフガニスタンの内戦における暴力の空間
的分布についてのモデル分析と実証分析を
行った。構築したマルチエージェントモデル
と実際の暴力の空間的分布を対照すること
により、実際の反乱分子の行動を左右する要



 

 

因とそれにより暴力の空間的分布が生じ

るメカニズムを明らかになった。	 
	 
	 
（２）国家間関係	 
第１次世界大戦に向かう欧州諸国の結託
構造についてのモデル分析と実証分析を
行った。史実に基づいた国力と関係を用い
たマルチエージェントモデルを構築し、安
定的な欧州諸国間の結託関係を探索させ
た。モデルが示す結託関係は、史実に近似
することが示された。また、同時に示され
る史実とは異なる安定的な結託関係やそ
れらの変動から、復路的な歴史過程分析の
可能性が示された。	 

	 
	 
（３）国際制度	 
国際社会マクロレベルにおいて見られる
国家間戦争についてモデル分析と実証分
析を行った。戦争が戦争自体を拡大させる
正帰還過程と戦争が疲弊により戦争を縮
小させる負帰還過程により、国際社会の実

証データの示す戦争規模のべき乗分布とフ
ランス革命期を契機とした分布の質的変動
を再現できることを示した。	 
	 
上記の（１）〜（３）の研究成果について
はいずれも学術論文あるいは研究書籍の一
部として公表している。下記の「５.主な発
表論文等」を参照のこと。	 
	 
（４）シミュレータの機能向上	 
具体的な国土や地域の地理的データなどを
ふまえた現実世界のシミュレーションに対
応できるように、外部データと関連づけたモ
デル構築がスムーズに行えるようなツール
（地理的データコンバーター）の開発を進め、
複雑な属性をもつ多数のエージェント間の
相互作用を現実的な時間内で処理可能にす
るように、高速化やインターフェイスの改良
などに取り組んだ。	 
	 
（５）その他	 
	 
平成 26 年度には、国際ワークショップを主
催し、海外からは同テーマに取り組む若手研
究者を招き、国内からもおもだった研究者に
参画してもらった。本課題の途中経過を発表
し、国内外の同種の研究グループとの意見交
換を図った。	 
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